
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473701470

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 株式会社　サンライフ

訪問調査日 2015年9月17日

事業所名 グループホーム　サンライフ青葉

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2015年10月30日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年9月16日

事　業　所　名

（ 227-0032

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　　グループホーム　サンライフ青葉

登録定員

通い定員

定員　計

平成18年3月1日指 定 年 月 日

　　株式会社　サンライフ

平成27年9月6日

平成27年10月30日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

●グループホームサンライフ青葉の経営は株式会社サンライフです。同法人は横須
賀市にもグループホームとデイサービスを展開しています。企業理念の「サンシャ
イン・オブ・ライフ」を掲げ、太陽の様に明るく、暖かく、輝きのある生活。を踏
まえて、事業所の理念「すべての利用者が楽しく安全で安心した時間を過ごせるよ
うスタッフ全員で努力します」が作成されています。立地は東急田園都市線「青葉
台駅」から、東急バス「桐蔭学園」行きに乗り約１０分、「常盤橋」から徒歩５分
程の住宅地に位置しています。近くには古くからの農村の風景を残す「寺家のふる
さと村」やのどかな田園風景が広がり、落ち着いた環境に囲まれています。
●ケアについては、家族・医師・看護師・職員で連携を取りながら、利用者の思い
を第一に考え、事業所の理念「すべての利用者が楽しく安全で安心した時間を過ご
せる」に沿って、本人の思いを極力を叶えられるように努た、支援を実践していま
す。また、利用者の人権に関わる身体拘束や個人情報保護に関しては委員会を立ち
上げており、グループホーム連絡会・市の研修会に積極的に参加し、事業所内研修
やミーティングでフィードバックする等、職員に周知しています。
●地域との関わりにおいては、町内会には加入していませんが、連合町内会長が運
営推進会議に参加してくれており、地域の情報発信や行事のお誘い等、良好な関係
を築けています。また、事業所の外に設置してある看板に手書きで行事を知らせた
り、今年新たに設置した火災ベルについてのお知らせをする等、事業所の情報を地
域の方々に発信しています。

　☑　認知症対応型共同生活介護

平成　27　年度

株式会社　R-CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日
1473701470

平成18年3月3日

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

　□　小規模多機能型居宅介護

評 価 結 果
市町村受理日

 横浜市青葉区成合町443-2

宿泊定員

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

Ⅴ アウトカム項目

36 ～ 55

56 ～ 68

・介護職員の資質向上のため、研修等に積極的に参加する
・近隣の交流、家族との交流を深める為、運営推進会議を積極的に実施する 　   ・・近隣の交流、家族との交流を深める為、運営推進会議を積極的に実施する

・利用者の健康維持の為、感染症防止対策を積極的に行う

・利用者保護の為、各委員会を設置する

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・様々な記録管理を厳密に行う

・火災訓練などを積極的に実施する

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

　○ 2，利用者の2/3くらいの 　○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 　○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 　○ 1，大いに増えている

　○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

　○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

サンライフ青葉

１Ｆ

 事業所名

 ユニット名

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

常に挨拶を心掛け、散歩等では、いつでも遊びにい
らして下さいとの声掛けをし、　　　消防訓練時に
は、お声をかけさせて頂き　　　参加をお願いし協
力体制をつくりあげています。

企業理念を踏まえ、事業所の理念「すべての利用者
が楽しく安全で安心した時間を過ごせるようスタッ
フ全員で努力します」を玄関に掲示しています。利
用者の思いを第一に、家族・医師・看護師・職員が
連携を取りながら理念に沿った支援を実践していま
す。

今後の継続

運営推進会議を開催し、地域の御意見など頂き、出
来る事は、参加させていただいている。

町内会には加入していませんが、運営推進会議にも
参加していただいている連合町内会長から地域のイ
ベントのお誘いや、事業所の前に設置している看板
に行事を書いて知らせたり、散歩の道中に出会った
方々と挨拶を交わしたり、事業所の畑に草刈の手伝
いに来て下さっている方もいます。また、近隣の事
業所にも声かけして、行事にお誘いしています。

今後の継続

年に１度地域の方方に向けに認知症についての勉強
会を開催を始めました。

事故報告など悪い事も伝え、改善方法なども話し合
うようにしています。　　　　　　　行事等のお手
伝いなども申し出て下さるようになり、お互いに良
い関係が出来ています。

２ヶ月に１回開催しています。メンバーは地域包括
センター職員、民生委員、連合町内会長、利用者家
族に参加いただき、現状報告や地域の情報、イベン
トのお誘い、避難訓練を行った際に消防から受けた
アドバイスで設置した火災ベルについての報告を行
いました。また、民生委員の方にグループホームの
理解を深めてもらう為に議題に挙げて話し、民生委
員の方発信で地域の方にもグループホームに対する
理解を深めていただくように取り組んでいます。

今後の継続

市町村との連絡は、迅速にしています。生活保護者
の受け入れもしているので、密に連絡をとるように
しています。

市や区の担当者とは迅速な連絡や報告に努め、困難
事例が生じた場合の相談や研修など連絡を取り合っ
ています。生活保護者の受け入れも行っているの
で、区の担当者とも連携を図っています。横浜市の
グループホーム連絡会にも参加し、他事業所や市の
担当者とも情報交換を積極的に行い、質の向上に努
めています。また、地域包括センター職員とも月１
回以上は連絡を取り合っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

虐待の研修には、必ず参加をして、研修報告をして
もらい、行かなかった職員も勉強する機会を設けて
います。

ご家族様の御意見は、直ぐに職員に伝え　反映する
ようにしています。また、推進会議において、地域
の御意見など聞き取り入れております。

家族からの意見要望については、来訪時や毎月の請
求書に手紙を同封して意見の聴収に努めています。
運営推進会議でも、事業所の近況報告や活動報告の
際に家族からの質疑応答の時間を設け、意見の聞き
取りを行っています。いただいた意見については迅
速に対応するよう努め、結果を報告しています。

今後の継続

玄関の施錠は、現在していません。自由に出入り出
来る状況です。ベッドからの転落が心配な方も柵で
はなく低床にして自由に動ける体制です。

身体拘束防止委員会があり、月ごとに実施している
研修会やミーティングでも拘束をすることによって
生じる弊害等について話すと共に、勉強会を行い職
員に周知しています。また、玄関やユニット出入り
口の扉は施錠は行わず、職員同士で声を掛けあい見
守りで対応しています。ベッドからの転落が心配な
方については、柵を設置するのではなく低床のマッ
トレスを使用することで、拘束防止及び事故防止に
努めています。

今後の継続

今後の課題の１つです。

入居前の見学時説明し質問する機会があり入居時に
も丁寧な説明を心掛けています。　また、分からな
い事があれば、随時説明を行っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

研修委員会を設置し、個人レッスンを含め研修参加
しやすい環境作りをしています。

月１回ユニット会議を開催し職員に対して上申出来
る環境作りをしています。さらにユニットリーダー
は、職員意見ノートを作成し運営に活用していま
す。

毎月のユニット会議で業務に関する意見やケアでの
中で気づいたヒヤリハットについても話し合い提案
を出してもらうようにしています。管理者や職員間
においても、日頃から気軽に意見を言いやすい環境
が構築されており、必要に応じてユニット会議で議
題として採りあげ運営に反映させています。また、
勤務時間についても職員の事情に合わせた勤務体制
を設けることで、働きやすい環境作りに努めていま
す。

今後の継続

資格を習得したり、研修参加、経験年数等見える物
での説明で給与アップなどの配慮があります。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

職員一人一人が関わりコミニュケーションをとり、
本人の気持ちを分かろうとし、信頼関係を築くよう
にしています。

グループホーム連絡協議会に参加し、意見交換した
り、お誘いしたり、されたりし交流をはかっていま
す。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

家族とも、密に連絡をとり、小さな事も伝え信頼関
係を築くようにしています。

アセスメントに行き、事前に少しでも情報を得て、
対応しています。

家に居た時と同じように、家事の仕事、畑の仕事、
日課にしていた散歩などを一緒にして、お互い様有
難うの気持ちで接しています。

面会時以外でも協力を依頼したりして一緒にケアを
しています。

ご家族様の協力を得て、馴染みの場所、馴染みの方
など会いに行ったり、来て頂いたりしています、

利用者の馴染の場所や人間関係については、入居時
の面談などで把握に努めています。日々のケアの中
で本人から得られた情報は個人記録に記載し、情報
を共有しています。馴染の場所や馴染の人に会いに
行く場合は家族対応をお願いしていますが、近所の
人や馴染みの方も訪問しやすいような、雰囲気作り
を心がけています。

今後の継続
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実施状況 実施状況
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己
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退去された後もお見舞い、面会など行き、ご家族様
などとも手紙のやり取りをしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

雑談の際には、必ず職員が入り、橋渡しのような事
をして、関わり合うようにしています。また、気の
合う方同志は、お部屋を行き来したりしています。

居室で１対１でゆっくりとした中で話をすると色々
聞けるので、その時の話などを記録におとしてカン
ファレンスで話し合うようにしています。

家族・利用者から得られた以前の生活歴や会話の中
で聞いた言葉を、個人ファイルに記録し、カンファ
レンスで話し合いを行っています。また、表情や仕
草から利用者の希望や意向の把握に努め、一人一人
の思いに沿ったケアが行われています。

今後の継続

生活歴などご家族から聞き取り、役立てています。

一人一人違うので睡眠状況や昨日の状況など、記録
と申し送りで把握しています。
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

家族の御意向やカンファレンスを開き、作成してい
ます。

入所時のアセスメントで得られた情報、利用者の日
にの生活の様子を踏まえてミーティングを行いま
す。全職員にＡＤＬ表を配り、個々の職員がモニタ
リングした物を用いてカンファレンスで話し合いケ
アプランを作成しています。また、家族からの意
見・要望に関しては、毎月の請求書に同封して手紙
や来訪時、ケアプラン更新時にも聞いています。

今後の継続

日々に記録とアセスメントシート、排泄表、入浴
表、業務日誌全てを活用し活かしています。

常にご家族等と面会時などに話をして、柔軟に対応
しています。

趣味を継続していただくようにしています。

受診は、ドクターから言われ、議家族に伝え、ご家
族の希望に合わせています。

入居時にかかりつけ医の有無の確認を行い、利用
者・家族の要望に沿った形で受診が受けられるよう
支援しています。内科医、歯科医の往診が週１回あ
ります。専門医以外は提携医であるたちばな台病院
での受診を受けています。また、緊急時には医師、
看護師に指示を仰ぎ適切な医療支援が受けられる体
制が整っています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

週に２回看護師が健康チェックをして、ご入居者様
が看護師に相談出来るようにしています。

２週間に１度の往診の際には、連絡を密にし、早期
発見の早期治療を心がけ万が一入院になってしまっ
た場合は、お見舞いに行きつつその都度看護師、意
思、ケアワーカ様と情報交換を行っています。

火災訓練、防災訓練を定期的に行い、地域の方への
声掛けをして、一緒に訓練に参加していただいてお
ります。

年間で４回の防災訓練を実施しています。鴨志田消
防の方立会いの下、消火器の取り扱い、避難誘導等
についての講習会、昼夜を想定した訓練を実施して
います。訓練時に消防の方からのアドバイスで火災
ベルを設置したことで、地域住民の方にも応援要請
をしやすくなりました。備蓄品として水、食料、ガ
スコンロ等を用意してあります。

今後の継続

現在終末期については、行っていません。　　終末
期に近い状態になったと医師に言われたら、ご家
族、医師、職員と充分な話し合いの元にその方に
あった方針を立てています。

入居時に家族に看取りを行っていないことを説明し
ています。医師から終末期が近いとの判断が出され
た段階で、家族、医師、職員で話し合い、病院又は
特養の紹介など、事業所としての可能な範囲で支援
しています。

今後の継続

現在の所、訓練などは、行っていませんが急変時の
対応は、日々の生活で身についています。また、緊
急の時などの手順は、文書にて、事務所内に掲示し
ており、ミーティングの際も確認しております。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

職員には常に、自分が言われて嫌な事、して欲しく
無い事は、しないように伝えています。職員も気を
つけて対応しています。

管理者は「自分が言われて嫌なこと、してほしくな
いことなしない」ということを、カンファレンスの
都度職員に話しています。事業所内に個人情報保護
委員会を設置し、接遇研修でも人格の尊重やプライ
バシーの重要性について伝え、人格やプライバシー
を損ねないよう配慮した対応に努めています。

今後の継続

些細な事でも自己決定できるように、選択肢してい
ただくように心がけています。　　また、表情の観
察も心がけています。

散歩に行きたい、お風呂に入りたいなど、　言われ
た時は、意向に添う様にに対処しています。ちょっ
と待って、早くの言葉は、使わないように職員に
は、伝えています。

お化粧している方は、そのままそれが支援できるよ
うに、声掛けをしています。　　　洋服も選んで着
ていただいております。

ご入居者様個々が出来る事をして頂いております。
出来ない方々には、材料選びなどどこかで関わって
頂くようにしています。

朝昼は職員がメニューを考え調理していますが、夜
は業者委託の物を調理しています。事業所の畑で栽
培している季節野菜の収穫や下ごしらえ、下膳配膳
などについては積極的に利用者の方に手伝っても
らっています。食事の形態については、個々の体調
に配慮した食事を提供し、各々のペースに合わせ、
職員も一緒に会話を楽しみながら食事をしていま
す。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

宅配の栄養を考えた食材１日のうち１食とり、残り
の２食は、それを参考に考え提供しております。水
分量、制限のある方などは、医師の指示にしたがっ
ております。

毎食ご口腔ケアをしております。歯科医が毎週往診
に来ているので、口腔管理は、できています。

排泄表をもとにカンファレンスの時に職員などの意
見を聞き個々にあった支援をしております。

排泄チェック表を基に個々の排泄パターンの把握に
努め、時間やタイミングを見計らったトイレ誘導で
支援しています。オムツやリハパンの利用は極力控
え、トイレで自立排泄が出来るよう支援していま
す。誘導の際の声かけも、利用者によって使い分け
る等の工夫が行われています。

今後の継続

散歩、体操などし、水分制限の無い方には水分を多
目にとって頂いたりして予防に努めています。便秘
になってしまった時は、医師と連携し下剤などの対
応もしています。

２日おきに声掛けさせて頂きますが、嫌な時は無理
強いは、しないで気持ちよく入れるように支援して
おります。

週２回の入浴を基本としています。入浴は清潔保持
だけでなく、身体の状態を把握する大事な役割もあ
り、利用者の体調や気分に合わせて入浴してもらう
ように支援しています。季節によっては、ゆずや菖
蒲等で入浴を楽しめるよう工夫しています。

今後の継続
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

個々のペースを乱さないようにその方が休みたい時
に休んでいただくように支援しています。

居宅療養管理指導が入っているので、常に薬剤師さ
んにアドバイスを頂いております

個々の出来る事を把握し、趣味を継続できるように
支援しています。また、やる気ででるように、感謝
の言葉を伝えたり、褒めたりしています。

日常的には、散歩、１日１回は、外の空気に触れて
いただくように心がけています。　遠出を望まれる
際は、ご家族の協力を元に実施しております。

事業所の周辺は田んぼや神社など散歩に適した環境
にあり、天気の良い日には散歩や外気浴などで日光
に当たっていただき、天気が悪い日でもベランダに
出て外気に触れてもらうように心掛けています。遠
出を希望される方には、家族にも協力していただき
ながら外出支援を実施しています。

今後の継続

買い物に出かけた時は、自分で支払いをして頂く様
にしております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

電話も随時して頂いております。　　　　　手紙も
ご本人が出来る方は、やり取りされています。

季節感は、日々の生活で会話等で認識して頂いた
り、壁紙、カレンダー作りで季節など認識して頂い
ております。

共有空間は食卓が２つとソファーが配置され、大き
なベランダの窓は採光がよく、明るく見晴らしの良
い空間になっています。手作りカレンダーや季節に
合わせた花や装飾が施され、季節感を感じれるよう
になっています。また、職員が読まなくなった雑
誌、漫画、小説が置かれ、利用者が退屈しないよう
工夫されています。キッチン、事務室からも居間全
体が見渡せる造りになっています。

今後の継続

ソファーの位置に気をつけて、見えないような配慮
に努めています。

ご本人の物を数多く持ってきて頂いて、個々にあっ
た居室作りをしております。

居室にはエアコン、クローゼットが備品として完備
されていますが、その他の備品については家庭で使
い慣れた家具や家族写真等の思い出の品を自由に持
ち込んでもらうように伝えています。ベットでの就
寝に慣れていない方には低床マットを使用してもら
うなど、一人ひとりに合った居室作りに努めていま
す。

今後の継続

建物内部は、自由に行き来してもらい、職員は見守
りを重視しております。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

急変時や事故発生時の 救急時の処置、対応に

対応方法について、 ついて、全職員が把握

理解を深める必要がある する

男性入居者様が増えて 入居者全員が楽しめる

来たので、 レクリエーションを

レクの方法を考える 行う

必要がある

成年後見人をつけている 全職員が制度について

入居者様が増えている為 理解をする

制度についての理解を

深める必要がある

入居者様への言葉遣い プライバシーが守られ

プライバシーへの配慮が 全職員が入居者様に対し

かけてきている て尊敬の念を持って接す

る

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

・救急法の講習

・看護職員からの講習

目　　標

・レクの講習会へ参加

・研修資料の活用

・勉強会の開催

・研修参加者の資料の活用

目標達成に向けた

グループホーム
サンライフ青葉

平成27年9月17日

具体的な取組み内容

・プライバシー、尊厳とは

　何か再確認をする

・気がついたときに職員

1 34

2

3 8 　報告会の開催

4 36

　同士で注意を仕合う
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

　○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 　○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 　○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 　○ 1，大いに増えている

　○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

　○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 サンライフ青葉

 ユニット名 2Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

事故報告など悪い事も伝え、改善方法なども話
し合うようにしています。　　　　　　　行事
等のお手伝いなども申し出て下さるようにな
り、お互いに良い関係が出来ています。

市町村との連絡は、迅速にしています。
生活保護者の受け入れもしているので、
密に連絡をとるようにしています。

運営推進会議を開催し、地域の御意見など頂
き、出来る事は、参加させていただいている。

年に１度地域の方方に向けに認知症についての
勉強会を開催を始めました。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

常に挨拶を心掛け、散歩等では、いつでも遊び
にいらして下さいとの声掛けをし、　　　消防
訓練時には、お声をかけさせて頂き　　　参加
をお願いし協力体制をつくりあげています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

ご家族様の御意見は、直ぐに職員に伝え　反映
するようにしています。また、推進会議におい
て、地域の御意見など聞き取り入れておりま
す。

今後の課題の１つです。

入居前の見学時説明し質問する機会があり入居
時にも丁寧な説明を心掛けています。　また、
分からない事があれば、随時説明を行っていま
す。

玄関の施錠は、現在していません。自由に出入
り出来る状況です。　　　　　　　　　　ベッ
ドからの立ち上がり、転倒が心配の利用者様に
対して柵をするのではなく、フットコールや訪
室で、対応しています。

研修には必ず参加をし、報告をしてもらってい
ます。又、日々の生活の中でも虐待になるので
はと感じたら、話し合いを行っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

グループホーム連絡協議会に参加し、意見交換
したり、お誘いしたり、されたりし交流をは
かっています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

コミュニケーションを大切にし、職員と会話を
しやすい環境を作っています。会話や行動にて
不安なこと等察知し、対応するよう努めていま
す。

資格を習得したり、研修参加、経験年数等見え
る物での説明で給与アップなどの配慮がありま
す。

研修委員会を設置し、個人レッスンを含め研修
参加しやすい環境作りをしています。

月１回ユニット会議を開催し職員に対して上申
出来る環境作りをしています。さらにユニット
リーダーは、職員意見ノートを作成し運営に活
用しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族の協力のもと、外出をしております。

出来る事は極力やっていただいています。利用
者さまそれぞれ、好きな事得意なことがありま
すので、教えていただいたりと、いつも感謝の
気持ちを伝えています。

面会時以外でも協力を依頼したりして一緒にケ
アをしています。

家族とも、密に連絡をとり、小さな事も伝え信
頼関係を築くようにしています。

アセスメントに行き、事前に少しでも情報を得
ています。情報を職員と共有し対応していま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

生活歴などご家族から聞き取り、役立てていま
す。

日々、生活のリズムは違うためその時々に臨機
応変に対応し記録しています。特変事項は記
録、日誌に落とし特に気をつけています。

退去された後もお見舞い、面会など行き、ご家
族様などとも手紙のやり取りをしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

なかなか本音を言っていただけない利用者様に
は、色々やっている中での表情や言動で思って
いる事を把握するよう努めています。気がつい
たことは記録に載せ情報を共有しています。

利用者様同士の関係は、職員が間に入り会話を
されている状況です。家事や、制作作業等で同
じ作業をして頂いたりと、関わりを持てるよう
努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

受診は、ドクターから言われ、議家族に伝え、
ご家族の希望に合わせています。

ご家族様面会時には、近況を報告したり、要望
を聴いたりし柔軟に対応しています。

趣味を継続していただくようにしています。

家族の御意向やカンファレンスを開き、作成し
ています。

日々に記録とアセスメントシート、排泄表、入
浴表、業務日誌全てを活用し活かしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

現在の所、訓練などは、行っていませんが急変
時の対応は、日々の生活で身についています。
また、緊急の時などの手順は、文書にて、事務
所内に掲示しており、ミーティングの際も確認
しております。

火災訓練、防災訓練を定期的に行い、地域の方
への声掛けをして、一緒に訓練に参加していた
だいております。

２週間に１度の往診の際には、連絡を密にし、
早期発見の早期治療を心がけ万が一入院になっ
てしまった場合は、お見舞いに行きつつその都
度看護師、意思、ケアワーカ様と情報交換を
行っています。

現在終末期については、行っていません。
終末期に近い状態になったと医師に言われた
ら、ご家族、医師、職員と充分な話し合いの元
にその方にあった方針を立てています。

週に２回看護師が健康チェックをして、ご入居
者様が看護師に相談出来るようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

ご入居者様個々が出来る事をして頂いておりま
す。出来ない方々には、材料選びなどどこかで
関わって頂くようにしています。

利用者様の要望はその都度対応し、我慢をさせ
る事のないようにしています。すぐに対応出来
ないときは、理由をちゃんと伝え、我慢ではな
く理解して頂いています。

男性利用者様には、ひげ剃りの声掛けをしてい
ます。嫌な時は無理はさせず、無精ひげもお
しゃれの一つと話をしています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

職員には常に、自分が言われて嫌な事、して欲
しく無い事は、しないように伝えています。職
員も気をつけて対応しています。

些細な事でも自己決定できるように、選択肢し
ていただくように心がけています。　　また、
表情の観察も心がけています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

散歩、体操などし、水分制限の無い方には水分
を多目にとって頂いたりして予防に努めていま
す。便秘になってしまった時は、医師と連携し
下剤などの対応もしています。

２日おきに声掛けさせて頂きますが、嫌な時は
無理強いは、しないで気持ちよく入れるように
支援しております。

毎食ご口腔ケアをしております。歯科医が毎週
往診に来ているので、口腔管理は、できていま
す。

排泄表をもとにカンファレンスの時に職員など
の意見を聞き個々にあった支援をしておりま
す。

宅配の栄養を考えた食材１日のうち１食とり、
残りの２食は、それを参考に考え提供しており
ます。水分量、制限のある方などは、医師の指
示にしたがっております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

買い物に出かけた時は、自分で支払いをして頂
く様にしております。

個々の出来る事を把握し、得意なことをやって
頂いています。頼み方にも気をつけ、頼られて
いると感じていただける声かけをしています。
感謝の言葉を伝えたり、褒めたりすることもし
ています。

日常的には、散歩、１日１回は、外の空気に触
れていただくように心がけています。　遠出を
望まれる際は、ご家族の協力を元に実施してお
ります。

個々のペースを乱さないようにその方が休みた
い時に休んでいただくように支援しています。

居宅療養管理指導が入っているので、常に薬剤
師さんにアドバイスを頂いております
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご本人の物を数多く持ってきて頂いて、個々に
あった居室作りをしております。

建物内部は、自由に行き来してもらい、職員は
見守りを重視しております。

季節感は、日々の生活で会話等で認識して頂い
たり、壁紙、カレンダー作りで季節など認識し
て頂いております。

共有の空間では独りになれるところはありませ
んが、ソファーではくつろげるようにしていま
す。好きな場所で過ごせるよう自由に生活出来
る様にしています。

電話も随時して頂いております。　　　　　手
紙もご本人が出来る方は、やり取りされていま
す。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

急変時や事故発生時の 救急時の処置、対応に

対応方法について、 ついて、全職員が把握

理解を深める必要がある する

男性入居者様が増えて 入居者全員が楽しめる

来たので、 レクリエーションを

レクの方法を考える 行う

必要がある

成年後見人をつけている 全職員が制度について

入居者様が増えている為 理解をする

制度についての理解を

深める必要がある

入居者様への言葉遣い プライバシーが守られ

プライバシーへの配慮が 全職員が入居者様に対し

かけてきている て尊敬の念を持って接す

る

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

4 36

・プライバシー、尊厳とは

　何か再確認をする

・気がついたときに職員

　同士で注意を仕合う

3 8

・勉強会の開催

・研修参加者の資料の活用

　報告会の開催

2

・レクの講習会へ参加

・研修資料の活用

1 34

・救急法の講習

・看護職員からの講習

目　標　達　成　計　画

グループホーム
サンライフ青葉

平成27年9月17日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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